茎葉多収で消化性に優れ高糖分含量の飼料用水稲品種「たちすずか」の育成 by 松下 景 et al.
茎葉多収で消化性に優れ高糖分含量の飼料用水稲品
種「たちすずか」の育成
著者 松下 景, 飯田 修一, 出田 収, 春原 嘉弘, 前田 
英郎, 田村 泰章
雑誌名 近畿中国四国農業研究センター研究報告
巻 11
ページ 1-13
発行年 2012-02-28
URL http://doi.org/10.24514/00001720
doi: 10.24514/00001720
Ⅰ　緒　　　言
新興国の経済発展や人口増加に伴う穀物需要の増
加，また世界的な異常気象の頻発によって，国際的
な穀物需給が逼迫しはじめている．2008年に生じた
流通飼料価格の高騰とその後の高止まり傾向は，国
際飼料価格の影響を受けやすい我が国の畜産経営に
おける大きな不安要因と言わざるを得ない．このよ
うな状況の下，2010年に閣議決定された「食糧・農
業・農村基本計画」に基づき，水田で栽培できる飼
料作物として，稲発酵粗飼料や飼料米に手厚い支援
が行われることになった．中でもイネをホールクロ
ップサイレージ（WCS）として利用する稲発酵粗
飼料の栽培面積は，従来からの取り組みによって栽
培から給与に至る一貫した技術体系が完成している
こともあり，その作付面積は2010年には１万５千ヘ
クタールを越え着実に増加している．しかし天候不
順などにより収穫適期を逃し，倒伏によって収穫が
困難となる場面も多いため，耐倒伏性に優れ長期間
にわたって収穫が可能となる品種が求められてい
る．また，イネWCSを牛に給与する際には，未消
化のまま排泄される籾が多く生じる９）．特に乳牛で
は，最大で籾の50％が消化されなかったとする報告
も見られており，これによるエネルギーのロスが問
題となっている13）．さらに，WCSの発酵には乳酸菌
のエネルギー源となる糖が必要だが，稲発酵粗飼料
の場合黄熟期の糖含量が低いことがサイレージ発酵
の際に不良発酵を生じる原因のひとつと考えられて
いる１，20）．
ここで述べた問題点を改善できる品種の育成を目
標として育成された「たちすずか」７）は，耐倒伏性
が高く登熟後も倒れにくいことから収穫可能な期間
が長い．また茎葉が多収で子実の割合が低く未消化
子実の排泄による栄養分のロスを抑制できると考え
られる．さらに，サイレージ中の中性デタージェン
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ト繊維（NDF）の消化性が高いことから消化率に優
れた品種といえる．加えて，サイレージ発酵に必要
な茎葉中の糖含量が高いことから普及が期待される
ため，2010年３月に種苗法に基づく品種登録出願を
行った．そこで，本品種の育成経過および特性の概
要について報告する．
なお，「たちすずか」の育成は農林水産省委託プ
ロジェクト「新鮮でおいしい「ブランド・ニッポン」
農産物提供のための総合研究（３系）」（2003～2005
年度）および「粗飼料多給による日本型家畜飼養技
術の開発」（2006～2009年度）の予算を得て行った
研究の成果である．これらのプロジェクト研究の企
画・推進に労をとられた関係者各位に心から感謝の
意を表する．また，飼料成分の分析や消化特性の解
明においては，広島県立総合技術研究所・畜産技術
センターに多大なるご支援をいただき，心から感謝
の意を表する．さらに，地域農業確立総合研究「高
糖分飼料イネを核とした中山間耕畜連携システムの
確立」（2009～2010年度）に参画し地域適応性の検
討や普及推進の労をとっていただいた各機関に対し
心から感謝の意を表する．また，圃場試験の支援業
務にご尽力された近畿中国四国農業研究センター業
務第１科の各位，各種の特性検定試験の補助を頂い
た契約職員の皆様に厚くお礼申し上げる．
Ⅱ　育 成 経 過
「たちすずか」は「中国147号」（後の「クサノホ
シ」17））を母，「極短穂（00個選11）」を父とする後
代より育成した系統である．第１図に「たちすずか」
の系譜図を示す．なお「極短穂（00個選11）」とは
「葵の風」と「中国156号」との交配後代から，2000
年の個体選抜（F4）において見いだされた，下位の
枝梗が退化する自然突然変異系統である．対立性検
定の結果から，この形質を支配する遺伝子は，染色
体11に座乗する短穂遺伝子１（sp1）と同座である
と考えられる．
第１表に「たちすずか」の選抜経過と育成系統図
を示す．2001年に近畿中国四国農業研究センターに
おいて，茎葉型飼料用品種の育成を目標に人工交配
を行った．同年から翌年にかけての冬期に温室内で
F1を養成し，2002年にF2世代を普通期乾田直播栽培
で養成した．2003年は冷蔵庫内にて保存し，2004年
に国際農林水産業研究センター沖縄支所（現：熱
帯・島嶼研究拠点）においてF3～F4世代を養成した．
以後は普通期移植栽培で2005年（F5）に個体選抜を，
2006年（F6）に系統選抜を行い，以後系統育成によ
り選抜・固定を図ってきた．2007年（F7）は系統番
号「多収系1072」を付して生産力検定本試験・特性
検定試験に供試した．その結果，成績が良好であっ
たため2008年（F8）より系統名「中国飼198号」を
付して関係府県に配布し，地域適応性を調査してき
た．その結果，多収性，耐倒伏性，飼料適性の面で
WCS品種として優れた適性を持つことが認められ，
2010年３月に種苗法に基づく品種登録出願が行われ
「たちすずか」と命名された．
近畿中国四国農業研究センター研究報告　第11号（2012）2
第１図　「たちすずか」の系譜
Ⅲ　特　　　性
１　一般的特性
第２表に育成地での普通期移植栽培による「たち
すずか」の生育調査成績および特性調査成績を示す．
「たちすずか」の出穂期は「クサノホシ」より４日
程度遅く，育成地では“極晩生”に属する．出穂期
から黄熟期までの期間は32日間であり，「クサノホ
シ」の37日間よりやや短い．このため，黄熟期は
「クサノホシ」より１日程度早い．稈長は「クサノ
ホシ」，「リーフスター」３）よりも長い．穂長は「ク
サノホシ」，「リーフスター」より短い．下位の支梗
が退化するため，外観上はより短く見える（写真１，
写真２）．穂数は「クサノホシ」，「リーフスター」
よりも多い．頴色は“黄白”，ふ先色は“白”，芒の
多少は“少”，長短は“短”である．粳種で，脱粒
性は「リーフスター」，「クサノホシ」と同じ“難”
である．稈の細太は「クサノホシ」と同程度の“や
や太”，稈の剛柔は“剛”であり，「クサノホシ」に
優る．
２　耐倒伏性
育成地における普通期移植栽培では，WCSの収
穫適期である黄熟期において「たちすずか」の倒伏
程度は「クサノホシ」より小さかった（第２表）．
また，普通期移植栽培においては黄熟期以降２ヵ月
間にわたってほとんど倒伏しなかった．稲発酵粗飼
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第１表　「たちすずか」の育成経過と育成系統図
注）斜体は１系統あたりの個体数，下線は選抜系統，太字は後の「たちすずか」を示す．
料の収穫は黄熟期が最も適するとされる14）が，実
際には天候不順や機械の作業速度などによって刈り
遅れが生じる場面も少なくない．黄熟期以降の長期
にわたる耐倒伏性は刈り遅れによる倒伏を回避する
ために重要である．第３表に第５節間における稈の
太さおよび挫折強度の調査結果を示す．「たちすず
か」の稈は「クサノホシ」より太く，「リーフスタ
ー」より細かった．また，「たちすずか」の稈の挫
折強度は「クサノホシ」より高く「リーフスター」
より低かった．黄熟後１ヶ月を経過することにより
「たちすずか」の稈の挫折強度は向上したのに対し，
「クサノホシ」では低下し，「リーフスター」ではや
や向上した．この理由としては，「たちすずか」，
「リーフスター」では黄熟期の地上部糖含量が「ク
サノホシ」より高い（後述）ことが挙げられる．す
なわち，「たちすずか」，「リーフスター」では茎葉
中に糖分を蓄積するため稈の老化が抑制され，これ
によって耐倒伏性を長期間維持している可能性があ
る．第４表に育成地および近畿中国四国農業研究セ
ンター中山間耕畜連携・水田輪作研究チームにおけ
る転び型倒伏抵抗性検定の結果を示す．「たちすず
か」は「クサノホシ」と比較し株あたりの押し倒し
抵抗値が大きく，重心が低いことから倒伏指数が小
さく，転び型倒伏抵抗性が強い．これらの結果から，
「たちすずか」の耐倒伏性は“極強”と判断した．
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写真１　「たちすずか」の草姿　左からたちすずか，ク
サノホシ，リーフスター
写真２　「たちすずか」の穂相　上からたちすずか，ク
サノホシ，リーフスター
第２表　普通期移植栽培における「たちすずか」の生育
調査成績および特性調査成績（2007－2009）
注１）2009年の値．
２）穂数は全頴花が退化し出穂しない稈の数を含めた値．
３）倒伏程度，紋枯病，下葉枯，コブノメイガは０（無）～５
（甚）の６段階評価．
４）黄熟後１ヵ月は出穂後63日目，黄熟後２ヵ月は出穂後99日
目の倒伏程度．ともに2008－2009年の値．
第３表　「たちすずか」の稈質（2008－2009）
注１）大川ら（1993）12）の方法に従い，節間中央部を押し曲げて
挫折させた際の最大抵抗値を測定した．生産力検定試験の
中庸な４株について，各株の稈の長い方から３稈（合計12
稈）を調査して平均値を求めた．
「たちすずか」は穂が短いため，後述するように籾
の重量が「クサノホシ」に比較し極めて少ない．こ
のため重心高が低くなり，耐倒伏性の向上に寄与し
ているものと考えられる．
３　収量性
第５表に育成地での普通期移植栽培による地際刈
りの「たちすずか」の収穫物調査成績を示す．育成
地における普通期移植栽培および湛水直播栽培によ
る生産力検定試験での全乾物重は地際刈りでは「ク
サノホシ」，「リーフスター」よりやや多収である．
また「たちすずか」は地際から20㎝までの部分が全
体の乾物重に占める割合がやや高く，高刈りによる
ロスは「クサノホシ」，「リーフスター」よりやや多
い（第２図）．このため収穫の際にはできるだけ低
い高さで刈り取りを行うことが望ましい．「たちす
ずか」の籾乾物重は「クサノホシ」の32％，「リー
フスター」の47％と極めて少ない．反面，茎葉乾物
重は「クサノホシ」の164％，「リーフスター」の
129％と高い．このため「たちすずか」の籾重／茎
葉重は0.14であり，「クサノホシ」，「リーフスター」
よりも低い．
４　飼料成分・給与特性
第６表に「たちすずか」の黄熟期における飼料成
分分析結果を示す．「たちすずか」の黄熟期の水分
含量は「クサノホシ」，「リーフスター」と同程度で
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注１）晩植少肥栽培（５月下旬播種，基肥0.56kgN/a）による．
移植数日後に株元を地表面まで引き上げ，出穂後27－35日
目（ａ）ないし17－25日目（ｂ）に株を45度まで押倒した
際の最大抵抗値を測定した．
２）倒伏指数＝（重心高×生重）／株あたり押倒抵抗値／100
第４表　「たちすずか」の転び型倒伏抵抗性検定成績
注１）普通期移植栽培のデータである．
第５表　「たちすずか」の収量および収穫物調査成績
（2007－2009）
第２図　「たちすずか」の刈り高さと乾物重
注１）水分は2008－2009年の平均値．
２）分析は広島県立総合技術研究所畜産技術センターに依頼した．
３）糖の測定はHPLC法によるショ糖・ブドウ糖・果糖の合計値．
４）糖（新鮮物中）は水分と糖（乾物中）から算出した．
第６表　「たちすずか」地上部の飼料成分（2007－2009）
あった．地上部の粗タンパク質，粗脂肪，灰分と中
性デタージェント繊維（NDF），非繊維性炭水化物
（NFC）は「クサノホシ」，「リーフスター」と比較し
明瞭な違いはなかった．籾中に蓄積するデンプンは
NFCに分画されるが，「たちすずか」，「リーフスタ
ー」では「クサノホシ」より多くのNFCを茎葉中に
蓄積しているため，この３品種の全重に占める籾の
割合が大きく異なるにもかかわらずNFCに違いが見
られないと考えられる．加藤ら３）は，籾がやや少
ない「リーフスター」と籾が多い品種「クサホナミ」
との飼料成分を比較し，可溶無窒素物などデンプン
が分画される分析値に差がないことを示した．その
理由としては，「リーフスター」の茎葉中の非構造性
炭水化物が高いことがあげられる８）．すなわち，稲
発酵粗飼料用品種では消化されにくい籾の部分を減
らすことにより，消化されやすい茎葉中に炭水化物
を移動させることができるため，籾の排泄による実
質的な栄養価の低下を回避できることが示唆された．
広島県立総合技術研究所畜産技術センターでは
「たちすずか」の給与特性について多面的な検討を
行っている．城田ら16）はホルスタイン種乾乳牛を
用いた消化試験において，「たちすずか」の可消化
養分総量（TDN）が「クサノホシ」より5.3％高い
と報告している．さらに，新出15）は泌乳中期牛に
対して「たちすずか」，「クサノホシ」サイレージを
それぞれ乾物30％となるように混合した完全混合飼
料（TMR）を泌乳中期牛に対して給与した結果，
「たちすずか」TMR給与牛では乳量および４％脂肪
補正乳量が高く，増体にも優れる傾向があると報告
している．一方，河野ら５）は，メンヨウを用いた
消化試験により黄熟期の「たちすずか」と「クサノ
ホシ」のサイレージについて各飼料成分の消化率を
比較した．それによると，「たちすずか」の粗繊維
消化率およびNDF消化率はそれぞれ60.6％，53.1％
であり，「クサノホシ」の50.0％，45.1％と比較し大
幅に高い値を示した．また，このときのTDNは
「たちすずか」が「クサノホシ」より3.5％高かった．
Oba and Allen11）はNDF消化率の向上は乾物摂取量
および乳量の改善に寄与するとしているが，日本標
準飼料成分表２）によれば，イネサイレージの粗繊
維消化率は出穂後に低下し黄熟期では53％程度であ
り，「たちすずか」の粗繊維消化率は従来品種より
はるかに高い値といえる．前述の泌乳試験15）にお
いても籾の割合だけでなく粗繊維消化率の違いが結
果に影響しているものと考えられる．
５　発酵特性
サイレージの発酵過程においては乳酸菌のエネル
ギー源となる糖含量が発酵品質を左右する重要な要
素の一つとされ，良好な乳酸発酵のためには材料草
の新鮮物中２％以上の糖が必要とされている10）．し
かし飼料イネでは，稈が中空構造でロールベール中
の空気が多くなりがちなこと，付着している乳酸菌
の数が少ないことと並んで，黄熟期の糖含量が低い
ことがサイレージ発酵において不利な条件とされて
いる１）．山田・村田20）は，飼料イネ中の糖含量と
V2-Scoreの間に高い正の相関関係があることを示し
ている．しかし，品種育成の立場からこの点に着目
して改善に取り組んだ例はなかった．第６表に「た
ちすずか」の糖含量を示す．「たちすずか」の地上
部糖含量は「クサノホシ」と比較し明瞭に高く，良
好な乳酸発酵を期待できる数値を示した．河野６）
は「クサノホシ」では出穂直後に穂の３分の２の枝
梗を除去することにより茎葉中の糖含量が増加する
ことを示し，「たちすずか」がもつ高糖分の特性は
籾が少ないことにより二次的にもたらされた特徴で
ある可能性を示唆している．これらの結果は，通常
の品種であれば籾に転流される光合成産物が，籾が
少ないため茎葉部中に残存し，デンプンに変換され
ずに糖として蓄積されているためであると考えられ
る．同時に，稲発酵粗飼料においては籾が少ないこ
とにより糖の含量が向上し，発酵の際に有利に働く
可能性をも示唆している．塚崎ら19）は黄熟期の
「たちすずか」と「クサノホシ」の糖含量と，それ
ぞれのロールラップサイレージのpHおよび発酵産
物含量を比較し，糖含量はそれぞれ15.5％，5.0％で
あり，「たちすずか」の糖含量は「クサノホシ」よ
りも著しく高かったとしている．また，このときの
「たちすずか」のサイレージはpH，発酵産物含量と
もに良好な値を示し，過剰なエタノールが生成され
ることはなかった．また山田・村田20）は飼料専用
の10品種を比較し，「たちすずか」の糖含量が最も
高いとした．このとき密封パウチ法で発酵させた
「たちすずか」のV2-Scoreは99と極めて良好であっ
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た．現在では，相次いで実用化された自走式の細断
型ロールベーラ18）や乳酸菌添加剤「畜草１号」１）
の活用により，飼料イネサイレージの不良発酵が問
題になる場面は減少していると思われる．さらに，
高い糖含量をもつ「たちすずか」を活用することで，
サイレージの長期保存など稲発酵粗飼料の高度な利
用への効果が期待される．
６　病害およびその他の抵抗性
中央農業総合研究センターの小泉らによると，
「たちすずか」はいもち病抵抗性遺伝子Pib，Pita お
よびPi20(t)を持つと推定されている（私信）．同研
究チームによる親和性菌を用いた接種検定によると
「たちすずか」の葉いもちの圃場抵抗性は“弱”で
ある（第７表）．穂いもちの圃場抵抗性は“不明”
である（第８表）．
「たちすずか」と「クサノホシ」は白葉枯病抵抗
性検定において発病程度1.0以下の過敏感反応的な強
い抵抗性を示した．（第９表）．「たちすずか」と
「クサノホシ」には「中国69号」を経由し「早生愛
国３号」由来の白葉枯病抵抗性遺伝子Xa-3 が導入
されている可能性がある21）．「たちすずか」は縞葉
枯病に対しては“罹病性”である（第10表）．
鹿児島県農業開発総合センターにおける試験によ
ると，「たちすずか」の紋枯病抵抗性は“中”であ
る（第11表）．穂発芽性は「クサノホシ」，「リーフ
スター」より発芽しにくい“難”である（第12表）．
育成地における普通期移植栽培において，コブノ
メイガの被害は「クサノホシ」，「リーフスター」並
に多かった（第２表）．菊地らによる調査の結果で
は，「たちすずか」は「クサノホシ」と比較しコブ
ノメイガとヒメトビウンカの発生に差は見られなか
った（私信）．同時に，「たちすずか」は「クサノホ
シ」と比較しセジロウンカとツマグロヨコバイの発
生が多い傾向があるが，ヒメトビウンカの発生に差
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注１）中央農業総合研究センター病害抵抗性研究チームにおける
接種検定による病斑数．
第７表　「たちすずか」の葉いもち圃場抵抗性検定結果
注１）穂いもち検定圃場（広島県世羅郡世羅町）における調査結
果．
２）発病：０（無発病）～10（全穂首罹病）の11段階評価．
第８表 「たちすずか」の穂いもち圃場抵抗性検定結果
（2009）１）
注１）近畿中国四国農業研究センターでの剪葉接種法による評
価．
２）Ⅰ群菌（2007）はT7174，Ⅱ群菌（2007～2008）はT7147
に対する反応．０（無発病）～10（全葉枯死）の11段階
評価で評価した．
３）宮崎県総合農業試験場による評価．T7147の剪葉接種によ
る．
第９表　「たちすずか」の白葉枯抵抗性検定結果
注１）近畿中国四国農業研究センターにおける幼苗検定法による
評価．
２）発病程度をＡ（生育不良で病葉の全部または一部が枯死）
～Ｄ（病徴あるが生育良好）の６段階に判定し，下記の式
で発病指数を判定した．
発病指数＝
100×A＋80×B＋60×Bt＋40×Cr＋20×C＋5×D
調査苗数
第10表　「たちすずか」の縞葉枯病抵抗性検定結果１）
か」は湛水直播栽培に適性を持つと考えられる．
８　品質・食味特性
玄米の粒形は“や円”，粒大は“中”であり，千
粒重は22ｇ程度で「クサノホシ」より小さく，「リ
ーフスター」より大きい（第14表）．玄米の外観品
質は「リーフスター」並で，「クサノホシ」より明
らかに優る（第14表）．食味は「ヒノヒカリ」より
明らかに劣り，「クサノホシ」並である（第15表）．
は見られなかった（私信）．菊地４）は，斑点米カメ
ムシの一種であるアカヒゲホソミドリカスミカメの
増殖程度について，「たちすずか」と「クサノホシ」
の間に差異はないとしている．
７　直播適性
第13表に育成地における湛水直播栽培における
「たちすずか」の生育調査成績および収量調査成績
を示す．「たちすずか」の苗立性は「クサノホシ」
「リーフスター」よりやや劣るものの，実用上問題
はないと考えられる．また，「たちすずか」の出穂
期は「クサノホシ」より４日程度遅く，黄熟期は
「クサノホシ」より２日程度早い．全乾物重は「ク
サノホシ」より多収で，茎葉乾物重が高く，籾乾物
重が低い．黄熟期の耐倒伏性は「クサノホシ」に優
る．早晩性，収量性，耐倒伏性において普通期移植
栽培と同様の結果が得られたことから，「たちすず
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注１）鹿児島県農業開発総合センターによる試験．ふすま籾がら培地で培養した紋
枯菌を籾がらと混和して圃場に散布し，発病程度Ａ（株の半数以上の茎が発
病し，最上位病斑が止葉から穂首まで達し一部止葉が枯死）からＥ（発病を
認めない，または，第４葉鞘以下の発病）の５段階に判定し，下記の式で発
病度を判定した．数値はすべて三反復の平均値．
発病度＝
4×A＋3×B＋2×C＋D
4×調査株数
第11表　「たちすずか」の紋枯病抵抗性検定結果１）
注１）発芽程度は０（無発芽）～10
（全粒発芽）の11段階評価．近
畿中国四国農業研究センターで
の2007年～2009年の試験の平均
値．
第12表 「たちすずか」の穂発芽
性検定結果１）
注１）2009年の値．
２）穂数は全頴花が退化し出穂しない稈の数を含めた値．
３）苗立性は０（極不良）～10（極良）の11段階評価．
４）倒伏程度，紋枯病，下葉枯，コブノメイガは０（無）～５
（甚）の６段階評価．2009年の値．
第13表　湛水直播栽培における「たちすずか」の生育お
よび収量（2007－2009）
メイガの発生がみられた場合には，適期防除に努め
る．
Ⅴ　命名の由来および育成従事者
「たちすずか」は，まっすぐに立つ草のかたちと．
この品種が植えられた水田に吹くさわやかな風（涼
風／すずか）をイメージして命名された．「たちす
ずか」の育成従事者は第16表の通りである．
Ⅵ　摘　　　要
「たちすずか」は茎葉多収で耐倒伏性の高い
WCS専用水稲品種を育成することを目的として，
全重多収の「クサノホシ」を母，穂が短く着粒数が
少ない「極短穂（00個選11）」を父とする交配後代
Ⅳ　栽培適地および栽培上の留意点
１　栽培適地
「たちすずか」はその出穂期から判断して，関東
以西の平坦地および中山間地域に適するとみられ
る．
２　栽培条の留意点
種子生産の効率が低いため，採種栽培の面積が通
常品種より多く必要となる．病害虫対策の面では，
縞葉枯病に罹病性であるので，常発地帯では作付け
しない．また，いもち病に対しては真性抵抗性遺伝
子をもつため通常は発病しないが，圃場抵抗性が弱
いため変異菌の出現により発病が見られた際には確
実に防除を行う．さらにウンカ，ヨコバイ，コブノ
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注１）2009年の値．
２）品質：１（極良）～９（極不良）の９段階評価．
第14表　「たちすずか」の玄米外観品質（育成地，2007－2009）
注）各項目－３（かなり不良）～＋３（かなり良い）．＊＊：１％水準で基準品種と有意差有り．
第15表　「たちすずか」の食味試験成績
第16表　「たちすずか」の育成従事者
より育成した系統である．2001年，近畿中国四国農
業研究センターにおいて交配を行い，以降，集団育
種法に準じて育成を進め，2005年は系統番号「多収
系1072」を付して生産力検定試験，特性検定試験な
どに供試した．2008年以降は系統名「中国飼198号」
を付して地域適応性を調査した．2010年に「たちす
ずか」として，品種登録出願（出願番号第24752号）
を行った.
１．「たちすずか」の出穂期は「クサノホシ」より
４日程度遅く，瀬戸内平坦部では“極晩生”に
属する．稈長は121㎝で「クサノホシ」よりも
長く，穂長は「クサノホシ」より短い．穂数は
「クサノホシ」よりも多い．「たちすずか」の耐
倒伏性は「クサノホシ」に優り“極強”である．
２．「たちすずか」の全乾物重は地際刈りでは「ク
サノホシ」よりやや多収である．「たちすずか」
の籾乾物重は「クサノホシ」より少ない．
３．黄熟期における「たちすずか」の水分含量，一
般成分分析値，中性デタージェント繊維および
非繊維性炭水化物は「クサノホシ」と比較し明
瞭な違いはない．「たちすずか」の茎葉中の糖
含量は「クサノホシ」より高い．
４．いもち病抵抗性遺伝子Pib，PitaおよびPi20(t)
を持つと推定される．葉いもちの圃場抵抗性は
“弱”，穂いもちの圃場抵抗性は“不明”である．
白葉枯病抵抗性は“極強”だが圃場抵抗性であ
るかは不明である．縞葉枯病に対しては“罹病
性”，紋枯病抵抗性は“中”である，穂発芽性
は“難”である．
５．出穂期から判断して，「たちすずか」は関東以
西の地域に適するとみられる．
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Summary
‘Tachisuzuka’, a new whole-crop rice cultivar for silage use developed at the NARO Western Region
Agricultural Research Center, shows high straw yield, high sugar content and high digestibility of fiber.
‘Tachisuzuka’was bred from the progeny of a cross performed in 2001 between‘Gokutansui (00kosen11)’
and‘Chugoku 147’(the former name for‘Kusanohoshi’) to develop a whole-crop rice cultivar with high
straw yield for silage use.  The short panicle of‘Gokutansui (00kosen11)’was caused by a spontaneous
mutation.  The hybrid line was bred using a bulk breeding method.  A promising progeny line was named
‘Tashukei 1072’; productivity and adaptability tests of strains began in 2007.  In 2008, the line was named
‘Chugoku-shi 198’and adaptability testing was initiated.  In 2010, it registered under the cultivar name
‘Tachisuzuka’.  The following results were obtained from analyses of this cultivar.
1. The heading date of‘Tachisuzuka’was almost 4 days later than that of‘Kusanohoshi’.  Its maturity is
classified as‘extremely late’when grown in plains along the Seto Inland Sea.  The culm length was 121
cm, which is longer than that of‘Kusanohoshi’.  The panicle length was shorter than that of
‘Kusanohoshi’, and its appearance seems to be even shorter because several rachis branches close to
neck node are degenerate as a result of a mutation inherited from‘Gokutansui (00kosen11)’.  The pani-
cle number per unit area is much higher than that of‘Kusanohoshi’.
2. Lodging resistance of‘Tachisuzuka’is classified as‘extremely high’.  No lodging occurs at the yellow
ripening stage, and little lodging was observed in the two-month period following this stage.
3. The whole-crop yield of‘Tachisuzuka’was slightly higher than that of‘Kusanohoshi’.  The unhulled
rice yield of‘Tachisuzuka’was lower than that of‘Kusanohoshi’, and the straw yield of‘Tachisuzuka’
was higher than that of‘Kusanohoshi’.
4. No distinct differences in contents of crude protein, crude fat, crude ash, neutral detergent fiber and non-
fibrous carbohydrate were observed between‘Tachisuzuka’and‘Kusanohoshi’.  The sugar content of
‘Tachisuzuka’was distinctly higher than that of‘Kusanohoshi’.
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5. ‘Tachisuzuka’apparently possesses three true resistance genes effective against rice blast-Pita, Pib and
Pi20(t).  The field resistance of‘Tachisuzuka’against leaf blast is classified as‘susceptible’.
‘Tachisuzuka’showed high resistance to bacterial leaf blight, a response comparable to that of
‘Kusanohoshi’and moderate resistance to sheath blight.‘Tachisuzuka’is susceptible to rice stripe
virus.  The shattering habit of‘Tachisuzuka’is classified as‘resistant’, and viviparity is classified as
‘resistant’.
6. Based on its growing period,‘Tachisuzuka’is suitable for cultivation in Kanto and west to Kanto regions
in Japan.
